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I1

[1]　ダーウィンの『種の起源』によると、自然界では生物が厳しい環境を生き抜くためにその2

体のあらゆる部分に環境に適合するような軽微な変異が生じ、その変異が何百万世代にもわた3

って続いていくと、その結果到達した生物の体は、源初の生物のそれとは似ても似つかぬもの4

になっているという。これを進化と呼ぶ。そしてその生物に生じる軽微な、しかし連続的な変5

異の方向は、通常その生物にとって利益になる方向であるという。自然界において、生物が厳6

しい気候の変化や、地表にまで噴出してくる地球内部の地質変化等に耐えて、その体を変異さ7

せていくことは、確かにその生物の利益に適っている。8

[2]　しかし、生物を取りまく環境の中で最も厳しいものは気候の変化や地質学的変化よりも、9

実は他の生物との間の食うか食われるかの生存競争なのである。この生存競争において他に優10

れた形質を獲得できるような変異こそ、その生物にとって最も利益に適った変異ということが11

できる。12

[3]　生存というのは生き続けるという事だが、それを生理学的に解釈すれば生物個体が食物や13

養分を摂り入れ、体内で消化してエネルギーを発生させ、それを使って体を活動させ、エネル14

ギーを抽出・燃焼した後の残渣を体外に排出するという一連のプロセスを維持していくことに15

他ならない。その生理的プロセスを一層円滑にするために生物は自身が変異し、生物個体間で16

互いを殺し合う程の闘争を繰り広げるのだ。17

[4]　ところで、生物の進化を促す基本的要因として利益と競争という言葉を用いたが、この二18

つの言葉が今日最も頻繁に使われているのは実は生物進化の分野においてではない。それはむ19

しろ自然界とは対極にある人間社会の基本的な営みであるところの経済や企業活動においてな20

のである。資本主義経済においては企業が工場設備や労働者を使って原材料を加工し（工場や21

労働力や原材料等を、生産活動に投入される生産要素という）、産出された完成品を市場で消費22

者に提供する。この企業活動と、先程の生物の生理的プロセスを比喩的に比べてみると面白い。23

企業活動において生産のために生産諸要素を投入するということは、生物生理的には生物が食24

物を摂取するということに相当し、原材料を加工するということは生物生理的には食物を体内25

でエネルギーに変換するということであるし、完成品を市場で消費者に提供するということは、26

さしずめ生物が体内で作られたエネルギーを使って運動や知的・文化的活動を行うことに相当27

するといえよう。更には、生産活動において完成品を生産する工程で生じる産業廃棄物や公害28

は、生物生理上では、生物がエネルギーを抽出した後の残渣を体外に排泄する行為と比較でき29

よう。30

[5]　企業の生産活動では生産に投入する生産諸要素を通常外部から調達する。この調達に必要31
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な金額を生産のための費用と呼ぶ。そして完成品を市場で消費者に売るわけだが、その売上げ32

額が消費を上回っているとき、その上回った部分を利潤と呼ぶ。この利潤を生み出すことこそ33

生産活動の基本目的なのだ。34

[6]　利潤を生み出すためには売上げが消費を上回らなければならない。売上げを増加させるた35

めにはより多くの品を消費者に買ってもらわなければならない。消費者により多く買ってもら36

うためには品物は良い品質をもっていなければならない。ここに、多くの生産企業が消費者に37

満足を与えうる品物の生産を目指して競争を繰り広げるのだ。そして、この競争の中で多くの38

企業は敗北し、勝ち残った企業は大きくなっていく。ダーウィンも生存競争に勝ち残った生物39

は一般にその効率性を高め肥大化、巨大化の道を歩むと述べている。40

II41

[7]　現代経済社会の生産活動を支えているのは巨大企業群である。この巨大企業群が利潤を生42

み出すために競争しているのだ。だがこのような巨大企業もその起源をたずねれば、大概の場43

合、今日の巨大さからは想像もつかぬ程に貧弱な姿が浮かびあがってくるはずだ。その出発点44

には、大抵一人か二人の夢や空想に富んだ若い人物がいる。この人物は、こういう道具ができ45

たら便利だろうとか、このような事をしたら人が喜ぶに違いないとかの空想力たくましいアイ46

ディアマンだ。その夢や空想は社会の動きよりも先行している。だからこのような人物は、回47

りの人々からわけのわからぬ事を口走る者とか、妙な行動をする者とか、風変わりな人物とか48

評され、信用されない場合が多い。夢や空想で描いた非現実的なものを現実化しようとするの49

であるから、実のところはなはだ危険な賭けなのだ。只、この夢想する人物の心の中では、そ50

れは決して非現実ではなく、現実として存在するのだ。そしてこの空想を何とかして実現した51

いという思いが昂じて、やがて業を起こす。その、興奮と不安に満ちた体験から得た教訓は、52

後日このささやかな事業が大をなしたときに、社訓やら社是となって永く企業の体質の中に生53

き続けるのだ。ジョセフ・シュムペーターによればこの創業者行動の本質は、彼が利用しうる54

あらゆる生産諸要素を今まで全く存在しなかったやり方で結合し、新しい物を創り出すことに55

ある（シュムペーター『経済発展の理論』）。興味深いことだが、創業者が事業を始めようとす56

るとき、彼の心中にはこの事業で財産を築こうなどという余裕や野心はないという。それどこ57

ろか生まれたばかりの赤ん坊のような事業が競争社会でとにかく生き延びられるかどうか、ミ58

ルクを与え、おむつを交換しながら四六時中気を配る母親の心境なのだ。赤ん坊を育てる母親59

は強くあらねばならぬ。同様に創業者は事業に対する強い信念の持ち主で事業に関する全ての60

決定を自分で行うワンマンであらねばならぬ。事業の幼児死亡率が非常に高い中で、赤ん坊の61

生命が創業者の双肩にかかっているのだ。彼は絶えざる緊張の中に身をおいている。62
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[8]　市場において激しい競争を行い、自分が始めた事業の浮沈に辛苦する創業者たちが、内面63

では深い宗教的境地を求め、そこに救いを見い出そうとする例が数多く報告されている。資本64

主義精神とキリスト教の関係を研究したマックス・ウェーバー（『プロテスタンティズムの倫理65

と資本主義の精神』）によると、プロテスタント諸民族の社会に顕著にみられる精神的構造とし66

て、自分の職業を神が自分に命じた天職として受容し、その天職を遂行することが神に対する67

義務を果たすことであるという召命観が存在する。自分が興す事業の意義をこのような召命観68

から捉える事業者にとっては、事業活動の結果生じる利益そのものよりも、利益を目指して勤69

労する過程で耐えなければならぬ重労働や辛苦、そして自己禁欲的生活態度こそ、神が嘉した70

まうことなのであって、この試練に耐えた者こそ神の恩寵に与かれると予想される。だが神の71

恩寵はこの試練に耐えた者全てに予定されているかというとそうではない。それは神の御心の72

みによって決められるものであって、それを推し量ることは人間に許されていることではない。73

かくして、事業家は世俗社会における事業の生き残りをかけた競争と、測り知れぬ神の恩寵に74

与からんがための果てしのない努力という二重構造の中に身をおくことになる。75

[9]　日本においても商人が自己の行為の中に意義を見い出して安心立命を得ようとする精神的76

努力は、江戸期の商人道に既に表われている。『商人は勘定くわしくして、今日の渡世を致す者77

なれば、一銭軽しというべきに非ず。是を重ねて富をなすは商人の道なり。富の主は天下の人々78

なり。主の心も我が心と同じ故に我が一銭を惜む心を推して売物に念を入れ少しもそそうにせ79

ずに売渡さば、買う人の心も初は金銀惜しと思へども、代物（商品）の良さを以て、その惜む80

心おのづから止むべし。・・・この如くならば天下公の倹約にもかない、天命にかなふて福を得81

べし。」（石田梅巌『都鄙問答』）。82

[10]　やがて、この不安に満ちた揺籃期を何とか乗り切った事業は順調に拡大をはじめる。売83

上げは増加し、従業員は増え、工場設備は拡大する。創業者の苦闘に対する報酬たる創業者利84

潤もここで初めて発生してくるのだ。事業が軌道に乗り、その将来は順風満帆のようだ。創業85

者の初期の意図は完全に満たされたかのようにみえる。だが安心してはいけない。この成功は86

創業者に対して次の段階への挑戦を同時に用意しているのだ。事業が拡大していけば、この事87

業に投入する生産諸要素の量は当然増加する。だが、創業者が個人でこれらの諸要素を購入し、88

事業に投入することは難しくなる。かくして、巨額の投資資金を外部から集める方法、つまり89

会社組織が出現するのだ。90

[11]　更に、事業が拡大していけば創業者が全ての意思決定を自分だけで行うことが難しくな91

る。彼は今までのワンマン経営から共働者や後継者に意思決定権を委譲していかなければなら92

ない。共働者や後継者への分権化によって、事業体は創業者の手を離れ一人歩きを始める。創93

業者は、かくして自分が事業の舞台から退く時期が来たことを思い知るのである。会社組織へ94
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の移行と経営意思決定の分権化、そして創業者の引退は、事業が成功したがゆえに生じる当然95

の結果なのである。96

III97

[12]　会社組織とは拡大する事業に必要な投入資金を調達するために作られた組織である。そ98

れは株券を発行し、その株券を大量に販売することにより、それを購入する出資者から資金を99

調達する知恵の仕組なのである。出資者を株主社員と呼ぶが、彼等はその事業が将来大きな利100

益を生み、それが一株あたりの報酬たる配当として彼等に支払われることを期待して出資する。101

しかし、出資して事業利益の配当を得る権利があるのと同時に、事業に対する責任も生じる。102

この責任の種類によって会社組織は三つに分けられる。103

（１）合名会社104

この形態の会社では出資者は全て社員となり、会社に損失などの債務が生じた時には105

連帯して直接の無限責任を負う。社員は債務履行のためには自分の全財産を提供しな106

ければならない。各社員は企業を代表する権利と義務をもち、企業の所有と経営の主107

体が一致している。108

（２）合資会社109

この形態の会社では会社が債務を負った時に、その返済に対して無限の責任を負う無110

限責任社員と、出資額に相当する額までの債務を弁済する義務を負う有限責任社員か111

ら構成される。無限責任社員は自分の全財産を賭けて経営に参加するが有限責任社員112

は経営に参加せず、会社を代表する権利はない。113

（３）株式会社114

この形態の会社では出資者は全て出資額を最高限度とする有限責任をもつ社員である。115

責任は有限であるから多くの人々に出資を呼びかけ巨額な資金を調達することができ116

る。有限責任制とはいっても、大量の株券を購入した大株主は出資額が大きいから、117

万一のときに負うべき債務の額は大きい。したがって、責任が大きいだけ、その大株118

主は会社の意思決定機関である株主総会で発言力と支配力をもつことになる。通常、119

小額の出資しかしない株主が大半であるが、彼等は一般に経営に対して発言しない受120

動的株主である。121

[13]　以上の三つの会社形態の他に有限会社という形態があるが、この説明は省略する。会社122

制度の発達を歴史的に研究した大塚久雄によると、創業者が出資を依頼するのは、まず信頼で123

きる家族メンバーや知人であった。少数の信頼できる出資者達が無限責任を負うところの合名124
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会社が発生し、その後、資金調達の必要がますます強まるにつれて有限責任出資者も加えた合125

資会社へと変化し、最終的には全ての出資者が有限責任のみを負う株式会社制度へと発達して126

いった（大塚久雄『株式会社発達史論』）。会社組織の形態的発達は、十六世紀以来四世紀に及127

ぶ歴史を経てきた。今でも新しい事業を興す場合には、この、創業者の心の中に事業の種がま128

かれ、それが生み落とされ、初期の生存競争を耐え、事業を拡大し、会社化していく、という129

プロセスはほとんど定型モデルとして重要な意味をもっているのである。このモデルは、四百130

年を要した株式会社発達史の経緯を一社の成長プロセスとして凝縮化したものである。このこ131

とは、まさに生物進化上の発見である「個体発生は系統発生を繰り返す」現象と類似している。132

IV133

[14]　株式会社は日本の場合、商法五十二条によって「本法二於テ会社トハ商行為ヲ為スヲ業134

トスル目的ヲ以テ設立シタル社団ヲ謂フ」、と定義されている。つまり社団と呼ばれる団体であ135

り、有限責任社員はその構成員となって結合することと定められている。この社団は、団体と136

してあたかも意思のある個人が行動するのと同じような存在であると考えられる。したがって、137

その団体は社会における自然人たる個人が、彼の行動に対して権利と義務を負う主体とみなさ138

れるのと同じく、権利と義務の主体になりうるものと解釈されている。かくして、社団は擬似139

的に法人として扱われる。自然人が社会生活を送るに際して守らなければならないルールとし140

て法律が課せられる場合、まず自然人の存在があって、彼が守るべき法律は後を追って作られ141

る。ところが法人の場合には、法人の存在を可能にするのは法律なのだから、法律が先にあっ142

て法人が後から生じるという関係になる。したがって法人の存在の仕方というのは法律が定め143

る限りにおいて可能であるということになる。法律では法人が当該社会の役に立つ限りにおい144

て法人の存在を可能ならしてめているのである。法人はその目的を果たす為にだけ存在を許さ145

れ、その目的を果たす限りにおいてのみ権利と義務が生じるのである。ここでいうところの法146

人の目的とは、利益を得ることである。147

[15]　それでは、その利益は誰の為のものであろうか。これについては基本的に次の二つの見148

解がある。第一の見解はノーベル経済学賞を受賞したミルトン・フリードマンに代表されるも149

のである。彼によれば『企業には一つの、しかも唯一の社会的責任がある。それは不正な手段150

に頼ることなく、自由競争の下で利益を増大させることだ。自由主義社会が成立する基盤とし151

て企業経営者が株主のために出来るだけ多くの利益を獲得することよりも重要なことは他にな152

い。』フリードマンによれば、法人が利益を増加させること以外の事をしようとするのはその基153

本目的に反することになるのだ。もし法人が利益獲得以外の事を目的にすると、法人は不合理154

な人間関係や政治や福祉等の観点から経営されることになり、そのような非経済的活動は著し155

く法人の生産性や効率を低下させ、ひいては社会全体の効率を低下させる。社会の生存と発展156
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を最も底辺で支えている生産活動が不確定な非経済的要因に支配されてはならない。我々はこ157

の悲劇的失敗の例を社会主義経済の崩壊に見たばかりではないか。このフリードマンの見解は158

株式会社の本質と資本主義社会の構造について鋭い分析を与えたものであり、この見解を支持159

する経済学者も多い。160

[16]　他方、利益は誰に帰属すべきかについての第二の見解はフリードマンに反対する。まず161

第一に、法人は消費者が製品を購入し、消費してくれなければ存続しえない。この消費者は社162

会の構成員であるから、したがって法人は社会的存在としてのみ存続できるのであって、その163

法人の目的たる利益の性質は、社会によって是認されるようなものでなければならない。ここ164

に、まず利益の性質に関する社会的制約が存在する。第二に、法人は株主である有限責任社員165

の他に、その目的を達成するために多くの人々の関与を必要としている。この法人を実際に経166

営していくのはこの法人に雇われた専門的な経営者であり、工場で生産に携わるのも法人に雇167

用された工場労働者である。この人達の貢献に対して法人の利益は俸給や賃金として支払われ168

なければならない。このように法人の活動を維持し発展させていくために法人に関与する人々169

- 株主、経営者、労働者、原材料供給者、卸・小売業者等 - をステイク・ホルダーズ（利害170

関与者たち）とよぶが、法人の利益はステイク・ホルダーズの間で分配されるためにある。ス171

テイク・ホルダーズが利益の分配に与かれば、その分配された報酬をこの法人が製造した製品172

の購入に充てるから、法人にとっても巡り巡って良い結果となる。この、「法人の目的である利173

益の追及は株主の利益の為のみでなく、ステイク・ホルダーズの利益の追及のためである」、と174

いう論理によって、法人の社会的役割と貢献が是認され、その社会的存在理由が確立したとさ175

れる。176

[17]　更には、今日株主の中でも個人株主よりも機関投資家といわれる銀行や保険会社等の法177

人が巨額の投資資金を運用しているが、その機関投資家の中でもひときわ巨大な投資資金を運178

用しているのは、年金基金といわれるものである。年金基金とは、労働者達が退職後の生活安179

定のために退職前から収入の一部を積み立て、その貯えた資金で法人の株式や債券等を購入し、180

その株式が生み出す配当や債券が生み出す利子を、退職後の生活費として配分する仕組のこと181

である。したがって年金基金としては、保有する株式が高い配当を得、債券が高い利子収入を182

得てくれないと退職した労働者の老後の生活費を確保できなくなってしまう。かくして、今で183

は法人の高い利益を一番強く望み、その法人の経営に注文をつけてくるのは年金基金であると184

いう構図ができている。即ち、極端にいえば、法人利益は退職者達 - この人々こそ社会の為185

に長い間働き続けてきた人達だ - の老後の生活保障の為にあるというのだ。著名な経営学者186

であるピーター・ドラッカーは、資本主義社会の法人が年金基金に所有されるようになって初187

めて一般大衆が社会の支配的階級の地位に登りつめることになるという。‘人民が生産手段（法188
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人企業）を支配する社会’、これこそ今は崩壊してしまったが、実は社会主義体制や共産主義体189

制が目指したものではなかったか。資本主義体制の行き着く末は社会主義体制であるという命190

題は、カール・マルクスとシュムペーターによって提示された。マルクスは資本主義体制はそ191

の内部に本源的矛盾をもっており、その矛盾ゆえに体制は失敗し、社会主義体制にとって替わ192

られるという論理を展開した（カール・マルクス『資本論』）。それに対してシュムペーターは、193

資本主義体制は失敗ゆえにではなくて、その成功ゆえに社会主義体制に移行するのだという論194

理を唱えた（シュムペーター『資本主義・社会主義・民主主義』）。年金基金が株式会社制度を195

維持し支配する構造がいよいよ鮮明になりつつある今日、どうやらシュムペーターの論理の方196

が正しかったようだ。197

V198

[18]　さて、今日、法人はステイク・ホルダーズの利益の増大を図ることによってその社会的199

責任を果たしていることは事実だ。だが、法人の社会的責任としてはこれで十分であろうか。200

法人は自然人以外でその人格性を与えられている（商法五四条の 1）。自然人の場合、その人格201

を認められるということは、人間として当然とるべき思考と行動をとるという道徳性が期待さ202

れている。法人においてもその人格性が認められているということはその行動において道徳性203

が期待されるとも解釈できよう。だが、この点においても二つの異なる見解がある。第一の見204

解は法人の企業活動と道徳性の問題は本質的になじまないというものである。この立場による205

とビジネスは不道徳的であるのではなく、単に非道徳的であるにすぎない。利益を得るという206

ことは道徳的であるかないかとは全く関係がない。もしビジネスに道徳性を求める場合にはビ207

ジネスそのものに道徳性を含ませるのではなくて、何が道徳的であるかの基準を別個に設け、208

その基準に特定のビジネス行為を照らし合わせてみて、その特定行為が道徳的か不道徳的かを209

判定すればよい。その意味では利益獲得というビジネス行為は、リトマス試験紙の前におかれ210

て酸かアルカリかを判定される被験液体のようなもので、リトマス試験紙をひたす前から酸か211

アルカリかを論じるのは意味がないのだ。212

[19]　もう一つの見解は、この第一の見解に対して、企業活動の根本的な在り方に対する疑問213

と矛盾を提起して、企業活動が道徳的なものにならざるを得ないことを結論づける。例えば既214

にのべたように、事業の基本形態は原材料を購入しそれを加工して製品化し、市場に提供する215

というものだが、この原材料の投入が大規模になり、その地球的存在量や埋蔵量が枯渇する程216

に減少したらどうするか。エネルギー資源や森林資源、生物資源等にはその存在量に上限があ217

る。また製品生産に伴い、廃棄物が発生するのは必然なのだが - なぜなら、加工するという218

ことは、つきつめれば原材料に含まれる有用成分と無用成分を選り分け、有用成分のみを取り219

出すことに他ならず、無用成分は必然的に廃棄されるのである - この廃棄物の発生量が地球220
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上の生態系の存在をおびやかす程になりつつある。このことは企業活動自体が本源的矛盾を内221

在していることを示している。即ち、逆に見れば廃棄物を発生させることなしには生産活動、222

そして利益の存在は在り得ないのだ。これは、我々人間が他の生物の生命を奪うことによって223

のみ食物を入手し、活動エネルギーを得、不用物を排泄して生命維持を図っているという本源224

的矛盾と何ら変わるところがない。このような本源的矛盾を自己の内部で解決しなければなら225

ないというところに道徳と倫理は成立するのである。226

[20]　かくして自然人と同じくこのような矛盾的存在である法人も、その行動において道徳性227

を求められるのである。かくして法人に道徳的・倫理的行動を求める社会の要求は、具体的に228

は環境保全、雇用機会の均等、内部告発、情報公開、企業買収等をめぐってますます先鋭化し229

つつある。230

[21]　法人は構造的にはステイク・ホルダーズの集合として在るのであるから、法人が道徳的・231

倫理的であるということは、その構成員たるステイク・ホルダーズ達も彼等の行動において道232

徳的・倫理的であるということを仮定しなければならない。だが法人とステイク・ホルダーズ233

との間に道徳性や倫理性において一貫性がなかったらどうなるであろうか。例えば株主や労働234

者は法人に対して道徳的行為を期待しているのに、法人（具体的にはその法人を代表する経営235

者達）が不道徳的行為を行うようなケースである。この場合、ステイク・ホルダーズ達は法人236

の不道徳性を公に訴えることになるかもしれない。株主が自分の所有物である企業に不利益を237

与えたとして法人経営者の不利益行為を裁判所に訴える株主代表訴訟はこの例である。また企238

業内部で行われている不正行為を告発する内部告発行為もこの例である。239

[22]　今や企業はグローバル・ビジネスの段階に入り、法人が海外に子会社・孫会社法人を続々240

と設立し世界中でステイク・ホルダーズ構造を形成しつつある。したがって、ある国の企業が241

海外のステイク・ホルダーズ達から訴えられるようなケースも増加している。242

[23]　企業の発展をここまで概観してきて、あの一人の創業者の空想の中に種を宿して始まっ243

た事業が、今や当初とは似ても似つかぬ進化を遂げたことに改めて驚く。だがこれはダーウィ244

ンの説いた生物の進化と何と類似していることか。245

VI246

[24]　他の生物の生命を食物として食し、生き残り、進化を続けている生物は、人間において247

その発達の最高段階に達したという。この段階に達した人類は、食物を料理せずに生で食べる248

というのではなく、煮炊き、味付け、インスタント食品等、工夫をこらし、食を楽しむという249

域にまでその生理的要求を変異させてきている。食文化は人類が創り出したものの中でも最も250

栄誉ある位置におかれよう。つまり文化の粋である。だが、ルソーはプルタークが述べたとい251
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う言葉を引用せずにはいられないとして、この人類の進化の果ての食文化の粋を人類の傲慢性252

だと決めつける。253

『おお、自然に反する殺害者よ、自然はきみの仲間を、食うようにつくっていると主張254

するなら、きみ自身で動物たちを殺すがいい。まだ熱いその肉をむさぼり食い、その血255

と一緒に魂をのんでしまうがいい。きみはふるえている。きみの歯のあいだでいきた肉256

がビクビク動いているのを感じる勇気がない。きみの心はそれに耐えることができない。257

火によってその形を変えることが、煮たり焼いたりすることが、香料で味つけしてそれ258

を擬装することが必要なのだ』（ルソー『エミール』）259

[25]　贅を尽くした食文化とグローバル化する法人活動と・・・、生物の進化の最終段階とし260

ての人類の行方は未だとどまるところを知らない。261

[26]　グローバル企業は世界を覆うビジネスネットワークを作りあげ、そのあふれる商品群を262

世界の隅々にまで浸透させている。その行きつくところは、世界市場において商品の機能や性263

能の標準化が生じ、同一品質の商品が世界のどこにいても入手できるという消費生活パターン264

であろう。即ち、世界的規模で消費行動や嗜好パターンの均質化が生じているのだ。これは人265

類社会における様々な国や地域で豊かに育まれてきたローカリティー（地方色）を急激に失わ266

せつつある。高度な技術と効率的な生産管理システムによって圧倒的な影響力をもつにいたっ267

た現代企業体制と、長い年月をかけて培ってきたローカリティーとの対峙は、後者が前者に併268

呑される可能性を深めながらその緊張の度を増している。ダーウィンの以下の描写は示唆的だ。269

『比較的大きな群に属する優勢な種には、新しい優勢な諸種類を誕生させる傾向がある。それ270

で、大きな群はもっと大きくなり、同時にいっそう形質の分岐を生じる傾向をもつようになる271

のである。ところで、あらゆる群がそのように大きくなっていくことは、世界がそれらを維持272

しきれないために、不可能のことであり、それでより優勢な群がそれに劣る群をうち負かして273

しまうことになる。大きな群が大きさを増し形質の分岐を生じるというこの傾向と、数多くの274

絶滅が不可避的におこるということによって、あらゆる生物の種類が群を群に従属させるとい275

うようにして少数の大きな綱（生物分類上の一階級）のなかに配列される・・・。』（ダーウィ276

ン『種の起源』）277

[27]　世界経済においてローカリティーを具備した構成単位というのは各国民経済だが、その278

国民経済を形成する主要要素は自国政府・官僚機構と、自国企業と、自国消費者、の三者であ279

った。だが、世界市場を企業が自由にばっこするグローバルビジネス社会にあっては、この三280

者関係は、自国政府・官僚機構と、外来企業を加えた企業群と、自国消費者の三者の間のそれ281

に変容していかざるを得ない。グローバル化している外資系企業との間で、自国政府・官僚機282

構と自国消費者が形成していかなければならない国民経済構造とは、決して従来のものではあ283

り得ない。それは全く新しいものであるはずだ。さもなければ、旧態依然とした国民経済のロ284
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ーカリティー構造は圧倒的に「大きな群」である企業グローバリズムに従属させられてしまう285

であろう。286

[28]　ここまで論を進めてきて、翻って今日の日本経済社会をみるとき、それがのっぴきなら287

ぬ大きな曲がり角にさしかかっていることに気がつく。日本経済社会はその政府・官僚機構と、288

自国企業群と、自国消費者の三者が強く結びついた独自のローカリティーをもった構造物なの289

であった。この構造物が今、世界市場で標準化を追及する企業グローバリズムの大波に洗われ290

始めている。当然のことながら日本経済社会の従来のローカリティー構造が変容していくこと291

こそが唯一の生き残りの道なのだ。日本の政府・官僚機構が規制緩和と行政改革を至上の課題292

として突きつけられ、日本企業が国内でしか通用しなかったバブル経済の狂気がさめてみては293

じめて自己の徹底改革と外来企業との共存を迫られ、そして日本の消費者が盲目的に政府・官294

僚機構や産業界に追随することなく賢い消費者行動に徹することを求められているのは、実は295

企業グローバリズムの大波に足をすくわれないための自己改革運動なのだ。日本は、かくして296

成った新しいローカリズムでグローバリズムに対処しなければならない。（了）297
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1. 植物の新種を創るのに「接ぎ木」法がある。これと類似の企業戦略とは以下のうちのどれか。

a. 企業買収

b. 定年延長

c. 社内訓練

d. 経費節減

2. 創業者を描写する以下の文章のうち、一般的にいって正しくないのはどれか。

a. 創業者にとって実現可能にみえても社会にとっては非現実的であることがある。

b. 創業者は、はじめのうち、風変わりな人物とみられることがある。

c. 創業者は金儲けしようという欲求を余りもたない。

d. 社訓や社是は創業者にとって大きな教訓となる。

3. カール・マルクスは資本主義体制は資本家による人民の搾取という矛盾を内包しているため

に崩壊し、社会主義体制にとって替わられると主張したのに対し、シュムペーターは資本主義

はその成功のゆえに社会主義に移行するという論理を展開した。筆者は「どうやらシュムペー

ターの論理の方が正しかったようだ」と述べているが、その根拠として適切なものはどれか。

a. 資本主義体制は必然的に崩壊するというマルクスの論理構築自体に無理があったから。

b. 資本主義体制を追及していくと必然的に社会主義に移行することがしだいに明らかにな

ったから。

c. 社会主義体制は官僚化、非効率化等の弊害により、人民の利益を追及するという本来の

目標を達成できなかったから。

d. 資本主義体制の持つ各種欠陥が修正された結果、市場経済の枠組みを維持しながら人民

が利益を受ける体制が実現したから。

4. 企業の生産活動と廃棄物の関係について、正しくないものは以下のうちどれか。

a. 廃棄物を出さない製品生産はあり得る。

b. 利潤の発生は必ず廃棄物を発生させる。

c. 廃棄物発生のグローバル化は企業活動のグローバル化を物語っている。

d. 生産施設は必ず廃棄物処理施設をともなっていなければならない。

5. フリードマンに従えば、企業活動のうち、その目的達成のために行われてはならないものは

どれか。

a. 企業の広告宣伝活動

b. 企業による社会福祉・文化活動

c. 企業合併

d. 不況時の従業員解雇
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6. 会社制度の発達に関して正しい記述は以下のうちどれか。

a. 合名会社では、企業は資金を外部から借り入れることはできない。

b. 株式会社の社長は事業が失敗したときには自己の全財産を提供して償わなければならない。

c. 無限責任制よりも有限責任制の方が古い制度である。

d. 合資会社では社長は有限責任ではない。

7．「利潤を生み出すためには売り上げが費用を上回らなければならない」が、今、ある商品の

1 個当たりの価格を 50 円として、売り上げ（Y 円）と費用（C 円）は、販売個敷（X）の関数

として以下のように与えられている。

 Y＝50X  C＝30X＋200

この 30 円は製品 1 個を生産するための可変費用といい、200 円を X 個生産する為の不変費用

という。

以下の説明で誤っているのはどれか。

a. 上の式で利潤を生みだすためには 11個以上売らなければならない。

b. 8 個売って利潤を出すには価格は 55円以上でなければならない。

c. 価格を 10 円下げると、利潤を生みだす為には 21個以上売らなければならない。

d. 価格を 10 円上げると、利潤を生みだす為には 21個以上売らなければならない。

8. 江戸時代の商人道について石田梅巌の著作が紹介されているが、その引用箇所に含意されて

いる彼の考え方のうち、不適切なものはどれか。

a. 商人は一銭程の小銭に左右されてはならない。

b. 商人は消費者のニ一ズを考える気持ちがなければ成功するはずがない。

c. 倹約とよいものを売る精神は、商売のためにも、世の中のためにも益となる崇高な理念である。

d. 貯蓄の増進は国家経済発展の原動力である。

9. 筆者によると、生物進化の傾向であるところの、「大きな群れが大きさを増し形質の分岐を

生じるために、他の数多くの（生物の）絶滅が不可避的におこる」現象は企業社会にもあては

まるとされているが、企業社会でこの現象を抑制するために制定されている法律は以下のどれ

か。

a. 特許法

b. 商法

c. 民法

d. 独占禁止法
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10. 筆者が考えるグローバル企業社会を日本にあてはめてみるとき、その例として正しくない

ものは以下のどれか。

a. 日本政府は日本の労働者の雇用を守るために、日本企業の海外進出をやめさせるべきである。

b. 日本に来た外国企業は日本政府と協力して日本の労働者の雇用を守るべきである。

c. 外国政府は自国の労働者の雇用を守るため自国への日本企業の進出を促進すべきである。

d. 日本政府は日本企業の競争力強化のために日本の労働者の賃金を抑制すべきではない。

11. 自然人と法人の特徴として記述されている次の文のうち、正しいものはどれか。

a. 法人は法律で設定されているが、自然人は法律とは無関係に存在する。

b. 法人の目的は定款で規定しているが、自然人はその目的を自分で決定する。

c. 法人と自然人のあいだに本質的な違いは存在しない。

d. 法人とは株式会社のことであり、自然人は家族またはその 1員である。

12. プロテスタントの「神の召命」について以下のような記述を遺した教派はどれか。

「神は生命に予定された人々、しかも彼等のみを神の定めたもうた適当の時期に彼の言と霊と

をもって有効に召命することを喜びたもう」『ウエストミンスター信仰告白』

a. ルター派

b. カルヴィン派

c. ツヴィングリ派

d. フス派

13. 生物進化における「個体発生は系統発生を繰り返す」という現象と類似していない例は以

下のどれか。

a. A 企業は創業者が米国育ちのため、日本市場で事業をはじめると間もなく米国に進出し

て支店網をつくった。

b. B 企業は創業以来新しい事業を次々に興し、最初衣料品メーカーであったが今ではコン

ピュータ・ソフト・メーカーである。

c. C 企業は創業以来一貫して衣料品を販売して今日の大を成した。

d. D 企業は地方都市でチェーン・ストアとして出発し、東京や大阪にまでチェーン店の数

を増やしている。

14. 競争的な資本主義社会において、「利益」と「競争」との関係について、正しいのは以下のどれか。

a. 一般に競争が激しくなれば、利益は増加する。

b. 一般に競争と利益の間には何の関係もない。

c. 一般に競争が激化すると利益は減少する。

d. 一般に競争が激しくても利益がなくなることはない。
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15. 日本における年金基金の現状を示すものとして正しいのは以下のどれか。

a. 年金に拠出する働く労働者の数と比べて年金を受け取る退職者数の割合が増えている。

b. 多くの退職者は再就職によって収入を得るのであまり年金には頼っていない。

c. 退職者のよりよい生活保障のため、年金の支給年齢は早まっている。

d. 退職間近な年金未加入者でも、すぐ年金に加入すればわずかな拠出金で平等に年金を受

給できる。

16. 「グローバリズム（世界）とローカリズム（地域）の対峙」は経済社会のみならず文化の

領域においても顕著である。近代日本文化においてこの問題に取り組んだ人物としてもっとも

良い例は以下の誰か。

a. 柳田国男

b. 川端康成

c. 正岡子規

d. 新渡戸稲造

17. この論文では、生物の進化と対比させながら、経済や企業活動の発展を論じているが、両

者に共通する種々の要因のうち、本文全体の基調として最も基本的なものは何か。

a. 生物も企業も、生きていくために必要な要素を摂取し、消化、吸収してエネルギーを生

みだし、不要物を排出する。

b. 生物も経済も自らの利益を追及することによって進化していく。

c. 生物の進化と経済活動の発展に共通するのは、利益の追及と競争である。

d. 生物も企業も自らの利益にならない廃棄物に責任を負うメカニズムが欠如しているため、

他者による何らかの規制が必要になる。

18．製造企業はさまざまな生産要素を投入して製品をつくりだすが、次のうち生産要素の購入

価格に直接関係の薄いものは何か。

a. 工場労働者の賃金

b. 製品の生産技術

c. エネルギー価格

d. 輸入原材料需給

19．資本主義経済においては、市場においてすべての価格形成がおこなわれることが基本原則

となっているが、企業が生産した製品価格の決定要因として最も適切なものは次のうちどれか。

a. 製品の品質と技術水準

b. 製品の生産費用と消費者の需要

c. 労働生産性と品質管理

d. 景気と物価水準
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20．企業の創業者に必要な資質として、筆者はなにが最も重要と考えているか。

a. 企業利益の追求

b. 新しい販売ルートの開発

c. 企業経営方針の明示

d. 新しいものを作り出す意欲

21．マックス・ウェーバーが『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』において、プ

ロテスタント社会にみられる精神構造について特に強調した特徴は次のうちどれか。

a. 職業を神から与えられた天職と考える傾向が強いので、利益の追及には必ずしも熱心で

はない。

b. 自己禁欲的な生活態度に支配されるので、事業の拡大には慎重である。

c. 自分の職業を神から与えられた天職と考え困難や試練を乗り越えようとするので、事業

の激しい競争に打ち勝つ力がある。

d. 天職として召命感を得られる事業を選ぶ傾向が強いので、企業活動自体も倫理的な目標

をもつものとなる。

22．利益の株主への帰属に関するフリードマンの見解に反対している人々の論拠の中で、最も

重要なものはどれか。

a. 法人の国際的業務の展開

b. 利益の社会的な是認

c. 株主以外の利害関係者の存在

d. 機関投資家の存在

23．現代社会を支配する巨大企業は殆ど全て「株式会社」の形態をとっているが、その基本的

理由として最も適切なのはどれか。

a. 株式に対する配当金が多くの場合高水準であるため、投資家にとって株式が魅力的である。

b. 株式市場の発達により、安価な資金調達が可能になった。

c.　事業規模の拡大により、大量の外部資金調達に適した制度が必要となった。

d. 国際証券取引の活発化にともない、国際取引基準が確立している株式による取引が主流

となった。

24．額面金額の合計が 50万円相当の株式を時価 70 万円で取得した出資者にとって、会社が倒

産した場合の最高有限責任額はいくらか。

a. 50 万円

b. 70 万円

c. 120 万円

d. 20 万円
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25．企業の利益の帰属について、二つの異なる見解が紹介されているが、日本と米国の企業の

利益の帰属に関する次の記述のうち、不適切なものはどれか。

a. 米国ではステイク・ホルダーズへの利益配分を重視する企業が増えている。

b. 日本の企業は米国の企業に比べ、概して株主への利益配分を重視してきた。

c. 日本ではステイク・ホルダーズのうち、特に一般従業員への利益配分が重視されてきた。

d. 米国ではステイク・ホルダーズのうち、特に経営者への利益配分が重視されてきた。

26．年金基金を描写する以下の文章のうち、正しくないものはどれか。

a. 年金基金の拠出者は退職後の人達である。

b. 年金基金は巨大な株主である。

c. 年金基金の受給者は退職後の人達である。

d. 年金基金は法人経営に関心をもつ。

27．企業の利益を追求する活動は、産業廃棄物の発生など本源的に社会道徳性と矛盾する側面

を持っており、ステイク・ホルダーズの利益を損なう可能性がある。このため、近年どのよう

な動きが強まっているか。

a. 廃棄物等の処理に要する経費を政府負担とする。

b. 企業の行動を道徳基準を設けて規制する。

c. 企業に環境保全、雇用機会の増加など社会道徳的行動を要求する。

d. 企業の製品の消費者に廃棄物処理費用の負担を求める。

28．「贅を尽くした食文化は人類の傲慢性を象徴している」、というルソーの批判が紹介されて

いるが、同様の批判を巨大化・グローバル化する法人企業活動について試みるとすれば、筆者

の問題意識に最も近いのはどれか。

a. 創業者の理想や夢を原動力に始まった事業が、今や似ても似つかぬ方向に発展し、当初

の理想とは相反する結果をもたらす時代を迎えている。

b. 社会的責任を軽視した企業活動の拡大は、株主代表訴訟や従業員の内部告発などの増加

によって、ついに自らの首を絞める結果を招いている。

c. 企業活動の巨大化やグローバル化は、環境破壊、雇用機会の不均等、人口・貧困間題の

深刻化といった世界的課題を投げかけている。

d. 自分さえ儲かればよいという経営理念と国家観を助長し、国際協力と世界平和の達成を

次第に困難なものとしている。
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29．株主代表訴訟の対象になる可能性のあるものを、次のケースから選ぶとすればどれが最も

適当か。

a. 金融機関の経営者が故意に回収不能な貸付を行った。

b. 経営者が必要な新規設備投資を実施しなかった。

c. 従業員による不正取り引きを摘発しなかった。

d. 暴力団関係者との販売取り引きがあることが判明した。

30．生産企業の生産要素は大別して工場設備、労働力、原材料から成るが、このうち工場の設

備は不変として（増やさずに）、他の生産要素（労働力、原材料）の投入量をゼロから次第に増

やしていくと、投入量と産出量の間には通常どのような関係が成り立つと考えられるか。

a. 限界的な（追加的な）生産量はある水準までは増加しても、その後は工場設備が不変な

ので生産効率が悪くなり次第に低下する。

b. 限界的な生産量はある水準に達するまでは減少しその後は次第に増加する。

c. 投入量の増加にほぼ比例して総生産量は増加する。

d. 限界的な生産量は通常殆ど変化しない。

31．企業の買収や合併が企業の社会道徳性と矛盾する例として、適当なものはどれか。

a. 株主の利益が損なわれる。

b. 従業員の雇用が脅かされる。

c. 経営者の責任が問われる。

d. 経営効率が悪化する。

32．本文を読んで、事業を興したばかりの創業者がワンマンである理由として正しくないのは

以下のどれか。

a. 創業者は自分が創った事業体の行末が不確かで心配でならないから。

b. 創業者は自己の資金を事業に投入しているから。

c. 創業者が競争社会で事業を生き延びさせるためには、誰も信用することはできないから。

d. 創業者は自分の能力だけが事業体の社会的信用の基礎となっていることを知っているから。
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33．法人の企業活動に一定の道徳性が求められるか否かについて、筆者の主張に最も近いもの

はどれか。

a. 法人の企業活動と道徳性の問題は本質的になじまないので、企業は利益確保を目的に行

動すべきである。

b. 企業活動は利益の追及が使命であり道徳性の追及と両立しないという見解と、企業活動

も道徳的にならざるを得ないという見解が対立しており、いずれかに結論を下すことは困難

である。

c. 法人に道徳的・倫理的行動を求める社会の要求はますます尖鋭化しつつあるので、企業

活動は利益の追及のみを考えて運営すればよいという第一の見解は根拠の薄いものとなって

きた。

d. 企業活動にあたり企業自らが道徳性を追及すべきか否かについては見解が別れるところ

であるが、現代企業の活動が広範な分野にわたり道徳性を求められるようになってきたこと

は明白である。

34．生存競争に勝ち残った生物はどうなる傾向をもっているか。

a. 環境に適合せず死滅する。

b. 「種の起源」に立ち戻る。

c. 突然変異をおこす。

d. 肥大化・巨大化する。

35．合名会社の特徴として正しくないものを選べ。

a. 創業者の名前をつける。

b. 無限責任制である。

c. 債務履行のための全財産を提供する。

d. 所有と経営の主体が一致している。

36．良い品質の商品を作るための企業努力として、日本企業が始めたクオリティー・コントロ

ール（QC）運動がある。この運動の特徴を最もよく表わしているのは以下のうちどれか。

a. 生産現場で作業員の動作がはっきりわかるようにモニターテレビを設置し、上司が監督

し助言する。

b. 生産現場で消費者の好みに合った商品を作るべく消費者代表から意見を聴く。

c. 生産現場で利用できる統計手法を用いて不良品の発生頻度を調ベ、その頻度を低くする

努力する。

d. 生産現場で責任者がまず技術の手本を示し、作業員がそれをみながら基本的技術をしっ

かり学ぶ。
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37．日本においては、江戸時代以降商業資本主義が発展し、社会の最下層におかれた商人の経

済力が増していったが、その社会的地位と富力の矛盾を石田梅巌はどう解決しようとしたか。

a. 商人は農民、手工業者と協力すれば、堺の町人のような自治権を拡大できる。

b. 商人が商売を通じて世の中の消費生活を支えているのは、武士が主君のお役に立つのと

等しく価値がある。

c. 商人がその経済力にふさわしい社会的地位を得るためには、経済力に乏しい武士階級を

打倒すべきである。

d. 武士は支配階級であるのでこれを越えることはできないが、商人は経済力があるのだか

ら、他の二階級、つまり、農民、手工業者よりも上位におかれるべきである。

38．筆者の考えでは消費者にとって「企業グローバリズムの大波に足をすくわれないための賢

い自己改革運動」としてふさわしくないのは以下のどれか。

a. 商品の価格とその商品が与えてくれる満足の量が等しいかどうか比べてみる。

b. なるべく国産品を買うようにする。

c. いくつかの商品の価格と品質を比べてみる。

d. 同種の商品が外国でどのくらいの値段で売られているかを調べる。

39．株式会社の特徴として、正しくないものはどれか。

a. 有限責任制である。

b. 株主は出資額に応じた発言権をもつ。

c. 常に最大の株主は社長である。

d. 所有と経営が分離している。

40．ダーウィンの進化論は、その後のヨーロッパ諸学に大きな影響を与えたが、その例として

正しくないものはどれか。

a. コントは人間の知識の発展を神学的段階、形而上学的段階、実証主義的段階の三段階を

経るとした。

b. スペンサーは社会における生存競争の結果、社会の進化に最も適した者が生き残るとした。

c. ショーペンハウアーは盲目的な生への意思が世界を動かしているとした。

d．ベルグソンは生の躍進によって人類愛に基づく社会進化をとなえた。


